
＜高付加価値型農業の実践を行っている事例＞

○地域農業の再生を目指した新規作物の導入活動等

１．集落協定の概要
ぐん おとべちょう おとべにし

市町村･協定名 北海道爾志郡乙部町 乙部
協 定 面 積 田（44.8％） 畑（55.2％） 草地 採草放牧地

124.8ha 水稲・そば 大豆・野菜 － －
交 付 金 額 個人配分 － ％

703万円 共同取組活動 農業生産活動等に係る経費 64.1％
（100％） 農業生産活動等の体制整備に係る経費 33.4％

集落の管理体制に係る報酬 2.0％
その他の経費 0.5％

協定参加者 農業者 27人、農業生産法人 2組織

２．取組に至る経緯

農協の広域合併により、農協と農業者が疎遠になるとともに、明確な販売戦略もな

く、将来の目標が描けない状況で、農業者は大きな不安を抱えていた。

このため、町は早急に地域農業の再生化を推進することとし、農産物の専門卸売商

社への生食用野菜の販売や納豆会社との契約栽培で種子増殖に取り組むこととした。

３．取組内容

販路の確立と消費者ニーズに即した契約栽培を実施するため、平成１７年度からブ

ロッコリーや小粒黒大豆の栽培を開始した。

その際に必要な施設や機械の整備は、北海道や町の補助金を利用するとともに、大

豆の選別機等は中山間地域等直接支払交付金を活用して導入した。

また、害獣（熊等）による被害が多発していたので、同交付金により捕獲罠を製作

し、設置することとした。

ブロッコリーの選別 熊捕獲用箱罠



［集落の将来像］
・ 生産の担い手等の育成確保の推進
・ 農業生産の組織化の推進
・ 新規作物の導入による生産規模の拡大、契約栽培による農業生産額の向上

農業生産活動の体制整備［将来像を実現するための活動目標］
・ 生産の担い手等の育成確保の推進
認定農業者：3名増 農用地等保全体制整備

・ 農業生産の組織化の推進 ・ 農地、農道及び水路の補修
生産組織：1組織増 ・ 害獣（熊、狐及び狸）捕獲罠の設

・ 新規作物の導入・契約栽培による農業生産額の向上 置
売上目標：3千万円

共同取組活動
［活 動 内 容］

農業生産活動等 多面的機能増進活動
生産の担い手の育成確保

簡易な基盤整備 地力増進 ・ 認定農業者制度の啓蒙
・ 農用地整備等 2カ所 ・ 堆肥の散布 40ha ・ 農地流動化の推進
・ 農用地の草刈 年2回 ・ 土改材の散布 7ha

・ 緑肥の作付 20ha 共同取組活動
共同取組活動

共同取組活動
農業生産の組織化

水路・農道の管理 ・ 懇談の場の設定
・ 農道の草刈 年1回 環境向上 ・ 栽培技術（営農指導）の強化
・ 水路の草刈 年1回 ・ 非農家との連携（花
・ 水路の泥上 年1回 いっぱい運動） 共同取組活動

共同取組活動 共同取組活動
新規作物の導入、契約栽培による生
産額増
・ 平成17年にブロッコリー、種子用
小粒黒大豆を新規導入

共同取組活動

４．取組による変化と今後の課題等

・ 契約栽培による価格安定により、農業者の生産意欲の向上と自信が高まり、遊

休農地の改善、輪作体系の確立、担い手の定着及び農業経営の安定等に大きな効

果を上げた （乙部の成功を契機として、現在、市場出荷向けのブロッコリー栽培。

が、檜山北部・南部を中心に拡大している ）。

害獣を多数捕獲でき、出没や被害が激減した （平成２１年は３頭捕獲）。

・ 集落マスタープランの目標は既に達しているが、更なる発展・拡大ができるよ

う実施内容の充実を図りたい。

［平成21年度までの主な成果］

○ 農用地等保全体制整備（農地及び農道・水路の補修：18カ所、2.3ha、2,400ｍ実施済）

（害獣（熊、狐及び狸）捕獲罠の設置：15基）

○ 生産の担い手等の育成確保の推進（認定農業者数：当初5名、目標8名、H21実績8名）

○ 農業生産の組織化の推進（組織数：当初0、目標1、H21実績2）

○ 新規作物の導入・契約栽培による農業生産額の向上（売上金額：当初0円、目標3千万円、H20実績

1億円）


